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The motor patters and development for school children in back stroke swimming measured by the method of observational evaluation on VTR movie 

analysis. The results were as follows; 1) The percentage of motor pattern 1 and 2 for Ba, Cr and Br stroke swim showed approximately 50% for appearance. 

This suggested that the three styles of swimming ability for school children could be integrated in these motor pattern levels. 2) The body position during 

swimming was considered as the remarkable critical motor pattern changes due to reduce the passive drag against streamlined position. 3) The timing of 

stroking and rolling of upper body for backstroke swimming were estimated highly difficulty in terms of motor pattern development. 4) With the progress 

for the development of motor pattern, the ability of three styles swimming could be improve these swim velocities when appropriate teaching opportunity 

should be done individually. 
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1． はじめに 

 

ヒトの生涯にわたる運動全般の基本となる動作は，

神経系の発達がほぼ完成される児童期に獲得され，

そこに至るまでの発育，発達の特徴と密接な関係が

あるといわれている（後藤，1984）．発育発達の分野

では，動作の発達段階とは「動作獲得プロセスの仮

説モデル」と考えられ，動作様式を明らかにするこ

とによって，評価だけでなく動作の習得レベルに合

わせた具体的な指導方法や教具の開発が可能となる

（中村，1992）．このような背景から，幼児および児

童の基本動作の動作様式や運動発達を観察的に評価

する方法が研究され，望ましい運動発達とはどうあ

るべきか，よりよい運動指導のあり方はどうあるべ

きかの視点を見いだしてきている（中村ほか，1992；

加藤，1990）． 

 一方，水中運動は陸上運動に比べ，年齢による経

年的パフォーマンスの向上（泳速度など）は学習経

験量に左右される要素が強いことから，性差や被験

者の年齢が広がっていてもそれらへの影響はさほど

大きくない（合屋ら，2005）．また，水泳は学習しな

ければ決してその技能は獲得されない．すなわち,

年令,性別，種目にかかわらず,学習すれば必ずその

技能は獲得できる（高橋，1983）．水泳の能力の評価

は，ある一定の距離を泳いだ時のタイムや可泳距離

であっても，それを生み出した過程，つまり泳動作

の発達そのものは，人によって多くの違いがある（合

屋，1993）． 

 小学生児童のクロール泳の動作獲得過程のパター

ン分類によれば，1）プル動作（手・腕の動作）2）

キック動作（バタ足動作）3）ボディポジション 4）

息つぎ動作などの組み合わせによって，技術的に未

熟なパタ−ン 1 から完成型に近いパタ−ン 5 までの 5

つのパタ−ンが抽出された（合屋ら，1992）．また，

パターン 1 とパターン 2 が全体の約 60%を占め，こ

の技能レベル（秒速約 1.0m/sec 前後，ピッチ約 0.8

秒／回）に集中している．しかし，パターン 2 から

パターン 3 および 4 に移行する段階で泳タイムの減

少が見られたため，ただ単にタイムなどでは評価で

きない動作の特徴が現れると報告されている． 

 同様に，小学生および中学生を対象とした平泳ぎ

の動作獲得過程のパターン分類では，1）ボディポジ
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ション，2）キック動作，3）プル動作，4）タイミン

グなどの組み合わせの結果，これも未熟なパターン

1 から成熟したパターン 5 まで，5 つのパターンが抽

出されている（合屋，1996）．クロール泳全体ではお

およそ 1 かきで進む距離の増加によって泳速度の向

上が見られているが，平泳ぎでは 1 かき 1 けりで進

む距離の増加に加えて，1 かき 1 けりに要する時間

を長くすることによって泳速度が増加することが明

らかにされ，それぞれの種目特性や動作獲得過程モ

デルの特徴が明らかにされている． 

 しかし，背泳ぎの動作パターンや動作獲得の習熟

段階は明らかにされていない．そこで，本研究では

背泳ぎの動作パターンを観察，評価することによっ

て児童・生徒の動作獲得モデルの特徴と習熟パター

ンを明らかにし，水泳水中運動の教材およびカリキ

ュラムや指導の組み立てや手順の示唆を得ることを

目的とした． 

 

2． 研究方法 

 

 被験者は，小学生児童 43 名（男 25 名，女 18 名）

と中学 1 年生 76 名（男 45 名，女 31 名），男女合計

119 名を対象とした．被検者全体の平均月齢は，

144.2±8.7 であった．11ｍの距離を背泳ぎで全力で泳

がせ，水中側面・水上側面の 2 方向より 8mm カメラ

（SONY   DCR－TRV20，SHARP  VL－FD1）によ

って撮影した（図 1）． 

 

 

 

 

 

図 1.実験概略図 

 

 

 

 

 本研究の目的や方法などを被検者に対し，事前に

十分説明した上で学校長への調査・測定への同意を

得た．また，実施にあたって，被検者の個人情報の

保護および安全や人権擁護に注意を払った． 

 動作の観察，評価は先行研究（合屋ら，1992，合

屋，1996）を参照し，各パターンをキーカテゴリー

及び動作カテゴリーによって類型化した（図 2）．水

泳運動では陸上運動の複数のキーカテゴリー（宮丸，

1989）ではなく，全ての泳法の基本となるボディポ

ジションを単一のキーカテゴリーとして設定，分類

している（合屋，1992）．これを基に未熟型のパタ―

ン 1 から成熟型のパターン 5 までの 5 つの典型的な

泳動作パターンに分類した． 

 動作カテゴリーは，ボディポジション・キック動 

 

 

 

 

図 2.動作キーカテゴリーの組み合わせ 

 

 

 

作・プル動作・タイミング・ローリングの 5 つとし

た．タイミングは両手のかきとリカバリー動作が適

切な動きとなっているか否かを判断した．また，ロ

ーリングは上体のひねりを上手に使って手のかきの

推進力に貢献しているか否かを判断した．双方共に

背泳ぎ独自のカテゴリーの設定を行った． 

 発育段階を反映させるために，被験者の月齢を用

いて，①泳タイム②ストローク数③泳速度④１スト

ロークにかかる時間（以下 PT）⑤１ストロークに進

む距離（以下 PD）との関係を分析した．映像の観察，

評価に当たっては，大学生水泳部員（水泳歴 12.4±2.3

年・指導歴 4.2±1.3 年）5 名で行なった．これは長期

の水泳トレーニング及び水泳指導を経験した者は，

水泳技能の観察能力と主観的評価の妥当性が高いこ

とが認められている（胡ら，2001）．事前観察の結果，

3 名以上のパターン評価が一致したのが 90.7%，ま

た 5 名全員の評価の一致は，23.7％であった． 

 

3．結果 

 

 3.1 各パターンの出現率 

表 1 に各パターンのキーカテゴリーとその特徴をまと

めた．5 つの動作カテゴリーは，1）ボディポジション，

2）キック動作，3）プル動作，4）タイミング，5）ロー

リングであり，それぞれの動きの特徴を記載した．表 2

に各パターンの出現率とStroke変数を示した．各パター

　　　　　　　　　　　　　動作パターン
動作カテゴリー 1 2 3 4 5
ボディポジション ① 　　　　　　② 　　　　　　　③
キック動作 ④ 　　　　　　　　　　⑤ ⑥
プル動作 　　　　　　　⑦ ⑧ 　　　　　　⑨
タイミング ⑩ 　　　　　　　　　　⑪ ⑫
ローリング 　　　　　　⑬ 　　　　　　　　　⑭

　　　　　ボディポジション
　　　①腰が沈む
　　　②水面に対し斜め
　　　③水面に対し平行

　　　キック動作
④つま先キック
⑤ひざから下のキック
⑥うちわ型キック

　　　　プル動作
⑦肘下げプル
⑧ストレートアーム
⑨肘曲げプル（Ｓ字型）

　　　　　タイミング
⑩両腕が太腿でそろう
⑪片腕頭上・片腕太腿
⑫片腕頭上・片腕リカバリー

　　　ローリング
⑬ローリングがない
⑭ローリングがある

―98―



背泳ぎの動作発達とその評価 

  

ンの出現率は，男女全体では，パターン 1 が 10.9%，パ

ターン 2 が 35.3%，パターン 3 が 24.4%，パターン 4 が

23.5%，パターン 5 が 5.9%であった．パターン 1 と 2 が

ほぼ 50%近くを占めていた．  

 

 3.2 姿勢の違いと動作の特徴 

 ボディポジションの姿勢を比較してみると，パタ 

 

表 1  各動作パターンの特徴 

 
注）表中の P はパターン，Cはカテゴリーを表す．  

 

ーン 1 では腰が沈み，水面に対し斜めに沈んでいる

姿勢から，パターン 5 では体幹が水面に対しほぼ平

行となった（図 3）． 今回の背泳ぎでは，パターン 1

のつま先が水面に対して垂直なキックから，パター

ン 5 の「うちわ」を扇ぐようにしなやかなキックへ

と変化していた．クロールおよび平泳ぎと同様に，

水中での仰向けの不安定な垂直に近い姿勢から，顎

を引いて腰を伸ばした水平に近い姿勢変化となった

（図 4）． 

プル動作の違いと特徴を図 5 に示した．パターン

2 では水面に垂直なストレートアームに対し，パタ

ーン 3 では水面に平行に肘を伸ばしたストレートア

ームであり，パターン 4 では前半のキャッチと後半

のプル動作が形成され，手のひらは S 字状を描いた

完成形に近づいている．最終的にはパターン 5 に代

表されるような，手のひら，前腕および上腕を巧み 
  

に使って水を後方へと押し出す効率的な動きへと変わっ

ていた．  

 3.3 動作パターンとストローク変数 

各パターンの泳速度・ストローク数の結果は表 2 に示

したとおりである．また，図 6 に，泳速度と PT および

図 7 に泳速度と PD との関係を示した．表 2 よりパター

ン 1 からパターン 5 になるにつれ泳速度は増加し，スト

ローク数は減少した． パターン 1とパターン 5の泳タイ

ムとストローク数の違いは，パターン1では平均泳タイ

ム 17.3±4.83sec，平均ストローク数 16.8±6.48 回に対し，

パターン 5 では，それぞれ 7.6±0.78sec，9.0±0.90 回であ

った．  

 図 6,7 より泳速度と PT（ r = -0.384，p<0.01，n =119），

泳速度と PD（ r =0.694，ｐ<0.01，n =119）との間に

は有意な相関がみられた． 

 

3.4 月齢と動作パターンおよび泳速度PT，PDとの関係 

 図 8 に月齢と動作パターン，図 9 に月齢と泳速度，図

10 に月齢と PT，図 11 に月齢と PD との関係を示した．

図 8 より背泳ぎの月齢と動作パターンとの間には有意な

相関がみられなかった．月齢と泳速度および PD との間

には有意な相関が見られたが，月齢と PT との間には有

意な相関は見られなかった． 

 

4.考察 

 

4.1 パターン出現率の様相 

 クロールではパターン1と2の合計がほぼ60%（合

屋ら，1992），平泳ぎのそれは 40%強であったと報

告されている（合屋，1996）．今回の背泳ぎとクロー

ルおよび平泳ぎ全体で見てみると，パターン 1 とパ

ターン 2 はおおよそ 50%前後の出現率の範囲となり，

児童・生徒の 3 種目の泳能力は，ほぼ半数がこの習

熟レベルの段階にあることが判明した．一方，背泳

ぎのパターン 4 が 23.5%，パターン 5 が 5.9%であっ

たのに対して，クロールではそれぞれ 11.4%と 18.1%，

平泳ぎでは 20.8%と 21.3%であった．背泳ぎのパタ

ーン 5 の出現率はクロールおよび平泳ぎに比べて約

1/4 程度と非常に少なく，技術的要素の難易度が高い 

  

       　Ｐ
Ｃ

1 3 5

ボディ
ポジション

水面に対し
て腰が沈む

やや斜め 水平

 キック動
作

つま先キッ
ク

膝屈伸キッ
ク

うちわ型
キック

グライドが
ややある

ストレート
アームプル
（手の向き
が水面に対
して平行）

 
タイミング

両腕が太腿
でそろう

片腕が頭上
にある時、
片腕が太腿
にある

片腕が頭上
にある時、
片腕はリカ
バリーして
いる

 
ローリング

ローリング
がややある
（片方）

ローリング
がややある
（両方）

ローリング
がある

2 4

やや斜め やや水平

自転車こぎ
キック

膝屈伸キッ
ク

 
プル動作

グライドが
ない

グライドが
ない

グライドが
ややある

グライドが
ある

ストレート
アームプル

ストレート
アームプル
（肘下げプ
ル）

肘を曲げて
水を押す

肘を曲げて
水を押す

片腕が頭上
にある時、
片腕が太腿
にある

片腕が頭上
にある時、
片腕が太腿
にある

ローリング
はない

ローリング
がややある
（両方）

表 2．各パターンの出現率と Stroke 変数 
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パターン 1 のボディポジション（左）  パターン 5 のボディポジション（右） 

腰が沈む 

水面と平行 

図 3．ボディポジションの違いと姿勢の特徴 

図 4.キック動作の違いと姿勢の特徴 

図 5.プル動作の違いとその特徴 

自転車こぎキック 

膝の曲げとアップキック 

 パターン 1 のキック動作（左）     パターン 5 のキック動作（右） 

パターン 2 のプル動作      パターン 3 のプル動作      パターン 5 のプル動作 

ストレートアームプル     手のひら水面と平行   肘曲げ，水面と平行にプッシュ 
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図 6.泳速度と PT との関係 

図 8.月齢と動作パターンとの関係 

図 10.月齢と PT との関係 図 11.月齢と PD との関係 

図 9.月齢と泳速度との関係 

図 7.泳速度と PD との関係 
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ことと，泳法習得の順序性の影響と考えられる． 

 

4.2 キックおよびプル動作とボディポジションと

の関係 

 背泳ぎのキック動作はクロールの姿勢を 180 度反

転した姿勢となる．クロールのキックの特徴は，自

転車こぎキックからムチ動作キックへ変化するに従

って，ボディポジションは垂直に立った姿勢から水

平に近いフラットな姿勢となる（合屋，1992）． 

 背泳ぎのプル動作では，泳者が自分自身の手の動

きをほとんど目視できず，腕を頭上から体側へ S 字

状に回す動きとなり，力発揮は容易ではない．また，

手のかきのタイミングや上体のローリングなどはク

ロールに比べて技術獲得の難易度が高くなる．これ

は，背泳ぎのパターン 5 の出現率が 5.8%，クロール

が 18.1%，平泳ぎが 21.3%であったことからも推察

できる． 

 児童・生徒のクロールと平泳ぎのパターン 1 と 2

のボディポジションの共通点は，足を真下にして身

体が垂直方向に立った姿勢が特徴であり，息つぎ動

作と合わせて動作改善のキーポイントとなる（合屋 

1996）．低抵抗姿勢（ストリームライン），すなわち，

ボディポジションの取り方が進行方向への推進力に

非常に大きな影響を与える（高木ら 1997；高木，

2001）．また，ストリームライン姿勢では水中での体

幹（ボディポジション）の動きを認識し，その姿勢

を的確に保つことの困難さも指摘されている（合屋

ら，2012）．このことは，クロール，平泳ぎに限らず

背泳ぎでも共通する重要な要素であり，水中での並

進運動における動作獲得のクリティカルポイントに

なると思われる．すなわち，運動プログラムのパラ

メーターとなる基本動作に対して，どの身体部分を

使い，どれだけの力と時間をかけて動作を行うかの

指標であるスペーシング，グレーディング，タイミ

ング（猪飼，1966；大築，1998；合屋ら，2008；胡

ら 2001）の調整度合いによってよりよいパフォーマ

ンスに繋がっていくと考えられる． 

 

4.3 動作パターンとストローク変数および月齢と

の関係 

 背泳ぎの泳タイムは，パターンの上昇に伴い速く

なり，ストローク数は減少していた．クロールおよ

び平泳ぎにおいても同様の結果が得られていること

から（合屋，1999），児童・生徒の 3 種目の泳能力は，

動作パターンの発達に伴って 1 かきで進む距離が増

加して泳タイムが短縮され，適切な時期に働きかけ

が行われたか否かで変容していくことが明らかにな

った（合屋ら，1993）． 

 本研究の泳速度とPTおよび泳速度とPDとの間に

有意な相関がみられたことから，背泳ぎの泳速度が

向上するのは，1 かきに要する時間を短くすること

と，1 かきで進む距離の増大が関与することがわか

る．Miyashita（1987）の報告によれば，クロール泳

の初心者では泳速度の増大はPDとPTの双方の増加

によって得られ，秒速約 1.2m 以上になると PD の貢

献度がほとんどを占めることが明らかにされている．

男女水泳選手のクロール泳の泳速度出力調整でも同

様の結果が得られている（合屋ら，2005；合屋ら，

2008）．また，児童・生徒のクロール泳および平泳ぎ

においても同様の結果が報告されており（合屋ら，

1992；合屋，1996），PT と PD の増大は初心者レベ

ルの泳運動のできばえを反映すると思われた．さら

に，本研究結果のパターン 3 から 4 にかけて泳速度

が約 1.2m 前後であることから，このレベル付近が泳

ぎ方の質的変化が出現する段階と考えられる． 

 また，背泳ぎのパターン 3 から 4 にかけて，手の

かき方やタイミングおよび上体のローリングなどの

洗練化が進み，PT の減少と PD の増加に繋がるので

はないかと思われた．  

 

4.4 月齢と動作パターンの発達 

 クロールの月齢と動作パタ−ンとの間には，男子お

よび女子ともに有意な相関はみられていない（合屋

ら，1992）．一方，平泳ぎの月齢と動作パターンとの

間には有意な相関がみられているが，これは，パタ

ーン 5 に月齢の高い中学生が分布していたことが原

因であると推察されている（合屋，1996）．本研究で

は月齢と動作パターンとの間には有意な相関は見ら

れなかった．これは，背泳ぎの手のかきのタイミン

グや，上体のローリング技術獲得の難易度の高さ，

および，現在の水泳指導のほとんどがクロール泳を

最初に教え，次に平泳ぎから背泳ぎへと導入，展開

している順序性の反映を考慮すると泳法習得の機会

が少ないことが原因かと思われた． 

 以上のことから，児童期・生徒期のクロール，平

泳ぎおよび背泳ぎは，月齢の増加に伴い動作パター

ンの発達はさほど大きくはないと考えられた．水泳

運動のできばえは種目いかんにかかわらず，学習経

験量の大小と，適切な時期に働きかけられることに

よってその技能が獲得されていくことが確認できた． 

 

まとめ 

 

 本研究では児童・生徒の背泳ぎの泳動作様式の発達過

程を観察，評価し，教材の組み立てや指導方法の示唆を

得ることであった．結果は以下の通りであった． 
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背泳ぎの動作発達とその評価 

  

（1）背泳ぎの動作パターンの出現率は，クロールおよび

平泳ぎを含めた全体では，パターン 1 とパターン 2

がおおよそ50%前後の範囲となり，児童・生徒の3

種目の泳能力はほぼ半数がこの習熟レベルの段階

にあることが判明した． 

（2）背泳ぎの初歩的段階の動作獲得は，1かきで進む距

離の増加とピッチの増加にともなって泳タイムが

短縮され，適切な働きかけが個々になされた時に向

上する． 
（3）背泳ぎ，クロールおよび平泳ぎのボディポジション

は，その姿勢の取り方が進行方向への推進力に大き

な影響を与えることから動作改善のキーポイント

になると思われた． 

（4）中間段階から上位段階に移行するレベルでは，背泳

ぎの手のかきのタイミングや上体のローリングは，

クロールや平泳ぎに比べて技術獲得の難易度が高

く，動作が洗練化されると，PTの減少とPD の増加

に繋がる． 

（5）水泳運動のできばえは年齢や種目に関係なく，学習

経験量の大小と，適切な時期に働きかけが行われた

か否かでその技能が左右される． 
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